
サステナビリティの
考え方は?
当社は、持続可能な社会の実現に向けて、「すべての 

モノ・情報・心がつながる世の中を」をコンセプトに、 
取り組むべき6つのマテリアリティ（重要課題）を定めて
います。このセクションでは、当社のサステナビリティ
戦略に加え、マテリアリティの概要について説明します。
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当社は、持続可能な社会への貢献と持続的な成長の両立を目指すコンセプト「すべてのモノ・情報・心がつながる世の中を」を掲げるとともに、そのコンセプトを
実現していくためのテーマとして、6つのマテリアリティ（重要課題）を特定しています。これらは、経営理念の「情報革命で人々を幸せに」を具現化するとともに、
成長戦略「Beyond Carrier」を推進する上での重要な羅針盤であると考えています。
また、2030年の当社のあるべき姿を示した長期ビジョンは、自社・外部の中長期的な重要課題であるマテリアリティが実行・実現された状態を表すとともに、 
当社の成長戦略が、計画的かつ確実に遂行されることを通じて具現化される将来の展望も示しています。このように、長期ビジョン・マテリアリティ・成長戦略は、
相互に強固な関係性を保持しています。

デジタル化社会の発展に不可欠な

次世代社会インフラを提供

事業を通じた社会課題解決

企業活動を通じた社会課題解決

マテリアリティ（重要課題）  P59

ACTION 03
オープンイノベー
ションによる新規
ビジネスの創出

ACTION 01
DXによる
社会・産業の構築

ACTION 02
人・情報をつなぎ
新しい感動を創出

ACTION 04
テクノロジーの
チカラで
地球環境へ貢献

ACTION 05
質の高い
社会インフラの
構築

ACTION 06
レジリエントな 
経営基盤の発展

長期ビジョン  P20中長期的に達成すべき
社会・自社の姿

経営理念
情報革命で人々を幸せに

ビジョン
世界に最も必要とされる会社

成長戦略
Beyond Carrier  P38

成長戦略を通じて具現化

すべてのモノ・情報・心がつながる世の中をコンセプト
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［2024年度］
開催日 アジェンダ

第1回
4月16日

•  ESG潮流・動向
•  2023年度実績
•  マテリアリティ再検証結果
•  2024年度KPI

第2回
7月23日

•  有識者ダイアログ：投資家視点でのESG重要性／潮流の
報告

•  ISSB／SSBJ全社推進
•  サプライチェーンに対するESGの取り組み
•  ESG推進関連（投資家向けESG説明会）

第3回
10月22日

•  ESG潮流・動向
•  2024年度上期KPI進捗
•  ISSB／SSBJ対応進捗

第4回
1月28日

•  ISSB／SSBJ対応進捗
•  インターナルカーボンプライシング関連
•  ESG推進関連（SDGs Action Award）

［2023年度］
開催日 アジェンダ

第1回
4月18日

•  2022年度実績
•  マテリアリティ再検証結果
•  2023年度KPI

第2回
7月24日

•  ESG潮流・動向
•  有識者ダイアログ（ネットゼロビジネス）
•  ESG先進企業とのダイアログ

第3回
10月24日

•  ESG潮流・動向
•  ESG経営を実践する企業との 
ダイアログ

•  2023年度上期KPI進捗

第4回
1月23日

•  ESG推進関連（CSRD対応、投資家向け
ESG説明会、SDGs Action Award）

•  ESG経営を実践する企業との 
ダイアログ

当社は成長戦略とサステナビリティを統合して推進するために、「サステナビリティ基本方針」を制定しています。取締役会がサステナビリティ推進状況を監督し、 
関連する重要事項を審議・決議しています。さらに、経営監督機能の強化を目的に、取締役会の諮問機関としてESG推進委員会を設置しています。

サステナビリティ基本方針

私たちソフトバンクは、すべてのモノ・情報・心がつながる持続可能な社会の実現に向け、企業
活動や事業を通じて、さまざまな社会課題の解決に取り組んでいきます。

  お客さま本位の企業活動を通じて「驚き」と「安心」と「うれしい」を提供します。

  株主の期待に沿えるよう、成長への挑戦を忘れず、透明で公正な情報開示をします。

  従業員のやりがいと誇り、個性がいかされ、平等で多様性に富んだ環境を大切にします。

  取引先との相互の信頼と公正な取引関係（腐敗・汚職の防止など）を築きます。

  情報化社会の推進、次世代育成、多様な社会への対応、環境・資源・生物多様性保護への対応、
災害対策・復興支援など、幸せな未来の社会づくりに貢献します。

サステナビリティ監督体制

当社では、サステナビリティ経営の高度化を目的に、取締役会がサステナビリティに関する重
要事項を審議・決議し、その推進状況を監督しています。さらに、当社のサステナビリティに関す
る経営監督機能の強化を目的に、取締役会の諮問機関としてESG推進委員会（委員長：代表取締
役 社長執行役員 兼 CEO 宮川 潤一）を設置しています。同委員会は、原則として四半期ごと（年
4回）および重要な議題が生じた際には臨時で開催され、当社グループのサステナビリティ活動
に関する進捗のモニタリングおよび取締役会への提言などを行っています。取締役会は、その
提言を尊重して意思決定を行うことにより、サステナビリティ視点を当社の経営に適切に反映さ
せています。

（注）コーポレート・ガバナンス体制図については、  P85をご参照ください。

 
サステナビリティ執行体制

代表取締役 社長執行役員 兼 CEOがESG推進の最高責任者として、当社グループ全体のサス
テナビリティ対応の責任を担い、専務執行役員 兼 CHRO （最高人事責任者）がESG推進の担当
役員として指揮を執っています。また、当社グループのサステナビリティ活動を推進するために

ESG推進室を設置するとともに、当社の各部門および子会社にはそれぞれESG推進の責任者を
設け、事業内容に合わせたさまざまな活動を行っているほか、ESG推進室と連携しグループ 

一体となることで、効果を高められるよう取り組んでいます。さらに、リスク管理委員会や環境
委員会、女性活躍推進委員会などとも連携することで、サステナビリティ課題に迅速に対応して
います。

サステナビリティ推進体制 （2025年6月26日現在）

ESG推進委員会 年間アジェンダ

ESG最高推進責任者

ESG推進担当役員

子会社
ESG推進責任者

子会社
ESG推進責任者

子会社
ESG推進責任者

子会社
ESG推進責任者

子会社
ESG推進責任者

ソフトバンク㈱
統括ESG推進責任者*

ソフトバンク㈱
統括ESG推進責任者*

* 統括の配下にない部門では本部ESG推進責任者を 
設けています。

ESG推進室
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マテリアリティ 創出価値 2025年度目標KPI（注） 2024年度実績 関連ページ

5GやAIなどの最新のテクノロジーを活用し、新しい産業
を創出するとともに、世の中のさまざまなビジネスを変革
していくためのソリューションを提供します。

（1） 最先端テクノロジーによる 
産業基盤拡充と効率化

（2）DXによる新しい産業の創出
（3）地域社会の活性化（地方創生）

ソリューション等売上
•  CAGR：10%*1

前期比27%増*2

エンタープライズ 
事業

 P41

スマートデバイスの普及を促進し、これらを活用した新し
い体験の提供を通じてお客さまの豊かなライフスタイル
を実現すると同時に、人・情報をつなぐ魅力的なプラット
フォームを提供し、お客さまとパートナー双方に価値を生
み出します。

（1） スマートデバイス普及を通じた 
魅力的な顧客価値の実現

（2） 誰もが情報へアクセスできる環境の提供
（3） ICT活用による新たなライフスタイルと 

生活基盤の高度化

①スマホ累計契約数
•  継続的な顧客基盤拡大
②「PayPay」登録ユーザー数
•  7,000万人*3

①104万件
②6,838万人

コンシューマ事業
 P39

ファイナンス事業
 P45

グローバルのトップランナー企業とのつながりを生かし、
新規ビジネスの創出および最新のテクノロジーやビジネ
スモデルを展開するとともに、新たなビジネスの拡大や普
及を支えていく高度な人材の育成と組織の構築を推進し
ます。

（1） AIによるビジネス変革を支える基盤の構築
（2） 先進技術や事業連携を通じた 

次世代ビジネスの展開
（3） 成長をけん引する人材採用・育成と 

事業創出のための仕組みの構築

国産LLM*4の商用展開 4,600億パラメーターの 
国産LLM*4を構築

長期的な
成長戦略は?

 P19

持続可能性のある地球を次の世代につなぐため、最新の
テクノロジーを活用し、気候変動への対応や循環型社会の
推進、自然資本・生物多様性の保全、自然エネルギーの普
及に貢献します。

（1） テクノロジーや事業を通じた 
気候変動対策への貢献

（2） 循環型社会の推進 
（サーキュラーエコノミー）

（3）生物多様性保全への貢献
（4） 自然エネルギー普及を通じた 

豊かな社会の実現

•  ネットゼロ（スコープ1、2、3*5）達成 
（2050年度）*6

•  カーボンニュートラル 
（スコープ1、2*5）達成 
（2030年度）*6

スコープ1、2：SBTi*7 水準で進捗
（IPCC*8 1.5℃水準に整合）

スコープ3：算定対象企業の拡大お
よび事業成長に伴い排出量が増加

カーボンニュート
ラルをどのように
達成するのか?

 P71

どんなときでも安定的につながる通信ネットワークの維
持に全力を尽くすとともに、お客さまの大切なデータを保
護します。また、AIの加速度的な進化により急増すると予
見されるデータ処理や電力の需要に対応できる構造を
持った「次世代社会インフラ」の構築を推進します。

（1） 持続的な生活インフラの整備
（2） 防災・減災に貢献する盤石な 

通信インフラ構築
（3） データセキュリティとプライバシー保護の 

取り組みの推進

5G展開計画
•  5G SA（スタンドアローン）エリア 
拡大： 
全都道府県主要部スマホSA化 
（2026年度）

21都道府県完了

情報セキュリティ
 P104

CISOインタビュー
 P106

AIガバナンス
 P108

コーポレート・ガバナンス体制の高度化を図るとともに、
ステークホルダーの皆さまとの継続的な対話を通じて、社
会に信用される誠実な企業統治を行います。また、最新
のテクノロジーを活用しながら、多様な人材が活躍できる
先進的職場環境を整備するとともに、従業員とその家族
の健康維持・増進に取り組む健康経営を推進し、イノベー
ションの創発と従業員の幸福度向上を図ります。

（1） コーポレート・ガバナンスの高度化と 
実効性の担保

（2） ステークホルダーとの協働による 
持続的な発展

（3） 人的資本の最大化に向けた 
社員幸福度向上とDE&I推進

（4） 先進的な職場環境による生産性の向上

女性管理職比率
•  20%以上（2035年度） 
その過程である2030年度には15%
以上（2021年度比で2倍）を実現

9.9%

人材戦略
 P62

ガバナンスの実効
性をどのように
担保するのか?

 P81

事
業
を
通
じ
た
社
会
課
題
解
決

企
業
活
動
を
通
じ
た
社
会
課
題
解
決

ACTION 03
オープンイノベー
ションによる新規
ビジネスの創出

ACTION 01
DXによる
社会・産業の構築

ACTION 02
人・情報をつなぎ
新しい感動を創出

ACTION 04
テクノロジーの
チカラで
地球環境へ貢献

ACTION 05
質の高い
社会インフラの
構築

ACTION 06
レジリエントな
経営基盤の発展

（注）指標と目標KPIおよび実績の範囲は、特に記載がない限り、ソフトバンク㈱のみが対象
*1 当社グループで集計、CAGR：年平均成長率
*2  2024年度第1四半期から「エンタープライズ事業」に移管したSBテクノロジー㈱およびサイバートラスト㈱等の売上高
は「ソリューション等」に含まれています。また、2024年度第1四半期から事業の管理区分を見直し、「モバイル」および
「固定」における一部商材を「ソリューション等」へ移管しました。これらに伴い、2023年度の「エンタープライズ事業」の
売上高の内訳全てを遡及修正しています。2024年度実績は、遡及修正後の数値を基に算出しています。

*3 PayPay㈱のみが対象、中期目標

*4 Large Language Models（大規模言語モデル）
*5  スコープ1：自らによる温室効果ガスの直接排出、スコープ2：他社から供給された電気、熱・蒸気の使用に伴う間接排出、
スコープ3：スコープ1、スコープ2以外の間接排出（事業者の活動に関連するサプライチェーンでの排出）

*6 当社グループが対象
*7 Science Based Targets initiative（国際的気候変動イニシアチブ）
*8 Intergovernmental Panel on Climate Change（気候変動に関する政府間パネル）

6つのマテリアリティ（重要課題）

「すべてのモノ・情報・心がつながる世の中を」のコンセプトの下、持続的に成長していくために、6つのマテリアリティ（重要課題）を特定しました。
これらは持続可能な社会への貢献とともに、当社の持続可能な成長をしていくためのキードライバーとして捉え、将来のあるべき姿の実現に向けたビジョナリーなマテリアリティとなっています。

（リスクや機会、ソフトバンクの取り組みなどのマテリアリティ詳細については、当社ホームページ   「マテリアリティ（重要課題）」をご参照ください。）
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DXによる社会・産業の構築
オープンイノベーションによる新規ビジネスの創出
質の高い社会インフラの構築

人・情報をつなぎ新しい感動を創出
テクノロジーのチカラで地球環境へ貢献
レジリエントな経営基盤の発展

［カテゴリ］

［抽出された20の価値項目］
1   最先端テクノロジーによる産業基盤拡充と 
効率化

2  DXによる新しい産業の創出
3  地域社会の活性化（地方創生）
4   スマートデバイス普及を通じた 
魅力的な顧客価値の実現

5  誰もが情報へアクセスできる環境提供
6   ICT活用による新たなライフスタイルと 
生活基盤の高度化

7   AIによるビジネス変革を支える基盤の構築
8   先進技術や事業連携を通じた 
次世代ビジネスの展開

9   成長をけん引する人材採用・育成と 
事業創出のための仕組みの構築

10  テクノロジーや事業を通じた気候変動対策への貢献
11  循環型社会の推進（サーキュラーエコノミー）
12  生物多様性保全への貢献
13  自然エネルギー普及を通じた豊かな社会の実現
14  持続的な生活インフラの整備
15  防災・減災に貢献する盤石な通信インフラ構築
16  データセキュリティとプライバシー保護の取り組み推進
17  コーポレート・ガバナンスの高度化と実効性の担保
18  ステークホルダーとの協働による持続的な発展
19  人的資本の最大化に向けた社員幸福度向上とDE&I推進
20  先進的な職場環境による生産性の向上

外部の重要度 自社の重要度

国際ガイドライン（GRIやSASB、SDGsなど）、国際レ
ポート（WBCSD Vision 2050など）、ESG評価機関な
どのイシューの重要性および投資家やNGO／NPOな
どの団体、お客さまや従業員、サプライヤーなどのス
テークホルダーへの影響（規模、深刻度、発生可能性な
ど）を基に、社会・環境の当社および当社グループへの
影響と、当社および当社グループの社会・環境への影響
の双方を把握した上で策定しています。

全社のリスクアセスメントにより把握した短期・中期・
長期のリスク・機会の重要度（発生可能性／頻度、影響
度）を基に、当社および当社グループにおけるさまざま
なイシューの重要度を把握し、有識者や投資家などとの
ダイアログを踏まえ、ESG推進委員会における協議を
行った上で策定しています。

マテリアリティ（重要課題）の特定

当社のマテリアリティおよび創出価値は、後述のダブルマテリアリティの考え方に基づき、社会や
環境が当社に及ぼす影響だけではなく、当社が及ぼす各ステークホルダーへの影響についても考
慮しています。
全社のリスクアセスメントで認識した短期（数年以内）・中期（3～5年程度、中期経営計画と同等

の時間軸）・長期（10年～30年程度）のリスク・機会を基に、当社における重要度（発生可能性や頻
度、影響度）を把握するとともに、国際ガイドラインやレポートなどでの重要性、ならびに投資家や
NGO／NPOなどの団体、お客さま、従業員、サプライヤーなどのステークホルダーへのポジティ
ブ・ネガティブな影響（規模、深刻度、発生可能性など）に鑑み、外部における重要度を把握してい
ます。自社における重要度および外部における重要度の双方の観点で評価を行い、有識者などの
第三者の見解も踏まえ、ESG推進委員会での議論を経て、取締役会の承認の下、マテリアリティを
特定しています。
各マテリアリティは、複数の創出価値を構成し、ビジネスや事業機会の創出につなげています。

ダブルマテリアリティへの対応

ダブルマテリアリティとは、社会・環境が企業に与える財務的な影響と、企業活動が社会・環境に
与える影響という二つの側面から重要性を検討すべきとする考え方で、国際ガイドラインなどで提
唱されています。当社のマテリアリティは、このダブルマテリアリティの考え方に基づき、社会や環
境が当社へ及ぼす影響だけでなく、当社の企業活動や事業活動が社会や環境へ及ぼす影響も考慮
しています。また、当社が及ぼす影響*1は、各ステークホルダーへのポジティブ・ネガティブ双方
の影響についても勘案しています。

サステナビリティ関連リスクの全社リスク管理への統合
当社は、サステナビリティに関するリスク・機会（気候変動、人的資本など）を含め、全社的なリス

ク・機会を統合的に管理しています。全社的なリスク管理プロセスにおいて、当社および主要な子
*1 詳細は、当社ホームページ 「マテリアリティの特定」をご参照ください。
*2 環境・社会が及ぼす自社への影響および自社が及ぼす環境・社会への影響を指します。
（注）マテリアリティ特定プロセスについて、第三者（一般財団法人日本品質保証機構）による保証を取得しています。

会社に対して、SASBスタンダードやCDSBフレームワーク適用ガイダンスなどのサステナビリティ
視点を反映したリスクアセスメントを行うとともに、当社執行役員やリスクオーナーへのヒアリング
結果も踏まえて、リスク管理委員会で全社的な観点から重要なリスク・機会を選定しています。ま
た、ESG推進委員会では、リスクアセスメントの結果を活用して、自社およびステークホルダーの観
点からマテリアリティ（重要課題）およびKPIの見直しや再評価を行い、サステナビリティ活動やKPI
の進捗状況をモニタリングしています。
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